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農林省農事試驗 場昆 蟲部

木下 今回の 驅除で 青 酸 加 里 を使ふ こ と に な つ た 顛末 に就い て 尾上 さん に話

　 し て 戴 き ませ うn

尾上　青酸加里 の 壓 史か ら話 して 見ますと 、 先 づ イ セ リ ア の 驅除 に Coquillette

　が初 めて青酸加里 を用 ぴ ま して 以來 、 介殻蟲の驅除 には 青酸加里が 有效な り

　とされ 、研究が進 ん で 參 bま した 。 當時 は今 の ポ ツ ト法 を行 っ たの で す 。 青酸

　加里 と硫酸と 水 との 割 合 もは つ き b して居 なか つ た の で すが 、現在で は 1 ：

　1 ： 3 が 最 も理 想的で 、青酸瓦斯 を多 く出す と云 ふ こ と に なつ て ゐま す 。 歐

　洲大戰 の 開始 と共 に加里 が獨逸が 本場 で あつ た關係上 、 加里 の 不 足を來 し 、

　青酸曹逹 を用ひ る樣 に な つ た の で す 。 之は米國が最初 に 始めた の で す が 、之

　 も最初 ボ ツ F 法 を行 つ て 居ま した。

　　然 し機械あ發達 と共 に 藥劑や 水 を積 ん で 畑 へ 運 ん だ りす る こ と に種 A 不便

　が あ る た め 液 體 青 酸 が考案 され る樣 に な りま した 。 之 の 使用量 も青酸加里

　の 場合 と同 じで あ りま した 。 液體青酸 は 29° C で 沸騰す る爲遠 方 に 運 ぶ の に

　不便なの で ボ ム ペ に詰 めて逾 る樣 に しましたが、之 は瓦斯 を發生す る際潜熱

　をi奪ふ た め 、 效果が悪 V ・の と 、
ボ ム ペ に 入れ る の で 危險が 俘ふ 爲 、 現在 で は

　餘 り用 ひ られ ません 。
で 又 元の ボ ツ h式の もの が使 用 され る樣 に な りま した

　が 、此度 の は 天幕外で 特殊 な 器械を用 ひ て 菁酸曹達 と硫酸 と で 瓦斯 を出 き

　せ
、 そ の 發生 した瓦 斯を天暮内に逡 り込む方法 を考案 した の で あ ります 。

　　叉獨逸で は青酸 を硅藻 土に含ませ る方法を考 へ 、之れ に刺戟劑 を交ぜ た も

　の を作 り Zykl ・ n 　B と稱 して 居 ます 。 獨逸 で は Zyk ユon 法が 盛んで 使用量

　も大 き V・樣 で す 。 液體青酸が 出來た直後 、
1923年頃か ら米 國で は石友窒素か

　ら青酸石次 を作 リサ イ ア ノ ガ ス と し て賣出 しま した 。 之 の 中 に は 50％ の

青酸石次 を含ん で居 り 、 そ の粒子 に も種 々 種類が あ bます 。 之は取扱ひ は樂

で すが瓦 期の 出方が遲 い 。 然 し其の 瓦斯の 出の 遲 い 所 に サ イ ア ノ ガ ス の 良い
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　點 もあ り又缺點 もあるの で す。之 と前後 して 獨 逸 で カ ル シ ツ ド が 出來た 。

矢 張青酸石荻 で サ イ ア ノ ガ x よ りも純度が高 く約 50％ の 青酸を含ん で 居 り

　ま す 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

西浦村字 木負に 於 け る 燻蒸實 況

　 日本 で は ポ ツ ト法が紹 介され て 現 在 に 及 ん で居 るが 、 其簡何等の 進歩 も來

し て 居 ない
。 最初 青酸加里 を用 ひ て ゐた が

、 現 在 で は 青 酸 加 里 と は 名

前 だ け で 實 際 は 青 酸 曹 達 忙 な つ て 居 る の で す 。 現在 市販青酸曹逹

・は青酸の 含有量が青酸加里 の 青酸量 と同程度 の もの va して あ る爲に 、 技 術 者

は そ れ に 氣 が 附 か す 青 酸 曹 逹 を 青 酸 加 里 と 思 ひ 込 ん で 用 ひ て

．ゐ る様 な 有 樣 で あ ります 。 叉我 陸軍で は 二 三年前か らチ ク ・ ン 類似 の 、 サ

・イ ロ ー 厶 を販賣 して 居 ます 。

　・さ て 此度靜岡縣 の 矢 根 介穀蟲 一齊驅除 に 用ひ る 青酸劑の 撰擇 に就 V・て お話

’
しま すが 、 是に は （1 ）效果の 充分な る こ と （邸ち テ ン b の 良否 、 瓦斯 の 出具

合等 々 ）（2）に は經濟的な こ と （3）に は藥害 （A）に は 勞力の 方面等 を考 へ に

入 れねばな らぬ の で あ りま し て 、静 岡縣 の 今度の 燻蒸 もこ の 見地 か ら老 へ て

初 め ボ ツ ト法 と Zyklen 系 の サ イ ロ ーム と カ ル シ ツ ド が撰 び 出 され ま した 。

之 等 を前述 の faetDrsか ら考 へ て 見 なければ な りませ ん。
サ イ ・ 一ム に 就V ・

て は 多少試驗 され尢 もの の
、

カ ル シ ツ ドは初め て の もの で あ る故一應試驗 し

『
て 見る必要が あ ります。 それ で 昨年の 12月 に ポ ツ ト法 とサ イ ロ ーム と カ ル

シ ツ ドの 比較試驗 を行 ひ ました 。 帥ち前記三者の 含有青酸量が同 じ樣 に な る

樣 に 藥量を取 凱 試驗 を しま したが其結果 、 效果、 藥害等 も多少の 差 は あ る

層
が 三者共大體同程度で あ りま した 。 それ故結局經濟的及 び勞力の 問題で 至 部

が 決定出來る樣 に なつ た の で す 。 と こ ろが 此 度の L 齋驅除 に對す る豫算 も豐
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かで無 い か ら、 第一に安價 な もの を撰ばなけれ ば な らなVb。 サ イ ロ ーム は取

、扱 ひ に少 々 不便 が あ り 、 且 冬 大小種 々 の 鑵 を用意 しなけれ ぼな らな い の で

攜 高 く付 き ・ 又 力

 
ツ
．
ドに 1 御 ゜蠏 し・ ．・… 立 方壁 ・圓 も掛 る の

で 是 も相當高 く付 く。 然 し ボ ツ ト法で す と此の 雪乃至 ie
の 經費で 濟むた め、

今回 は rfiツ ト法で 施行す る こ と に な つ たの で あ ります 。

　 元來青酸加里 よ り青酸曹達の 方が 青酸含有量が高・V ・の で あ りま すが 、市販

の 青酸曹逹 は 青酸含有量 を 少 くして 青酸加里 と．同程度の 庵の と して あ りま

す 。 靜岡縣 の 計靈 で は最初青酸加里 を使用す る積 りで したが 、 購入 した 品は

青酸曹逵だつ た ・ 然 し轍 曹達 を使用 して も何鞁 障は馳 か ら之れ 礁 用

す る こ と に なつ た の で す 。 尚 カ ル シ ツ ドは勞力 、 效果 の 比 較の 爲一班だ け試

み に竝 用 して 居 るの で す。

、

カ ル シ ツ ド を撒布器 で 天幕内に 撒布す る　 （河 田 原 圖）

　日本の 現駄 と して 蜜柑 は山地 に 多 く栽墸せ られ て居 る た め 、 勞力を考 へ ね

ば な らなV ・

。
テ ン ト を運 ぶ の は 同 じ こ と で すが 、 材料 を蓮 ぶ に は從來の ポ ッ

ト法 はかな り道具が要 りますか ら カ ル シ ツ ドが 良い と思 は れ ます 。
カ ル シ ツ

ド が安價な ら日本の 將來は や は リカ ル シ ツ ドの 如 き もの で 行 は訟 ぽな るま V ・

が
、 目下 は ポ ツ ト法が 非常 に安 ≦付 く爲 、行 はれ て居 るの で あ ります 。

で
、

結局カ ル シ ツ ドが 一般 に 用ひ られ る爲 に は 経濟的 に安價 に なるか 、 な らぬ か

の 問題 で あ ります。
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　　徇先程 の 藥害 の こ と に 就 い て 一言 申上げ ます と 、 藥用量に依る 、 内容積と

　藥量 との 關係が餘 り注意 されて居 ない 。 内容積が噛 して も藥量は その 割合 に

　増 さな くて もよ V ・ もの で あ bます 。 内容積の 増 加 する 割 合 に表面 積の増加 は

　少い か ら天幕か ら漏れ る 瓦斯の量，も内容積が 多 くなれ ばなる程 少 くなる。 £P

　ち小 きい 天幕の 方が 割合 に 多 く漏れ る こ と に なる の で す 。

木下　お話 に よれば 今回 も青酸加里 を 購 入 して 青酸曹逹 を 押 しつ け られた 譯

　 で 、 本筋か らい ふ と僞物 を つ か まされた と V ・ふ こ とに な ります 。 幸 の こ と に

　は青酸曹逹 の 青酸含有量が青酸痂里 に一致 し て 居 るか ら、處方量 に は大 した

　變 りもな く、驅除效果 も同樣 で すが 、 青酸瓦斯燻蒸 の 處方は今 日ま で 青酸加

　里幾何 瓦 と書 V ・ て 居 る の は實際 に則 しない の で 、 之 は歐米の 樣 に青酸曹逹幾

　何瓦 と改 め なけれ ばな らない の で す。 さうすれ ば僞物 を押 しつ け られない で

　すみ 、技術員 も殺蟲劑 に對 す る 化學的知識不 足の 責 を負はない で すみ 、 倉杜

　も亦 入札通 弊）晶を納 め られ ます 。 青酸加里 と去ふ か ら今度の樣な矛盾 した

　結果 に なるの で す 。 青酸瓦斯燻蒸 は青酸加里 で なけれ ぱな らない と傳統的 に

　思 ひ込 ん で 居 る の が 、頗 る お か しい 位で す 。 實際青酸加里 と 〉・

ふ こ と で した

　 らζ曹達 よ りは遙か に 高價で す 。 加里 と曹逹 と い ふ こ とを常識 で考 へ て も値

　段 の 相違が 考 へ られ まず し
、 又青酸加里は 現 在輸 入晶 よ りなV ・の で すか ら。

　青酸 曹達 な ら今 日國産晶が あ ります 。 尾上 さん の 云 は れ る通 り、青酸瓦斯燻

　蒸は青酸曹逹 で や つ て 少 し も差支ない 。 經 濟的 で ず 。

　　 と こ ろ で 今回の 燻蒸の 費用及 び農家の負擔はどん な案配で すか 。 三坂 さん

　
一つ

〇

三 坂　縣の 方か ら 7000圓 と國庫か ら70JO圓 とで 合計 14000 圓の 豫算で あ りま

　す 。 農家 自身 に は負擔は全 然無 い 樣 に 聞きま した 。

木下 農家の 今回の 燻蒸に對 す る考 へ は どん な もの で すか 。

三 坂 場所 に依 つ て 多少違 ふ事 と思 ひ ますが 私が 直接聞きま した 所で は大體此

　度の 燻蒸 に對 して は理解 が あ る樣で す 。 西 浦村の 木負 の 燻蒸 した場處で 一人

　の 老入 と 話 しをした の で すが 、 「此 度の 試驗は 何 だか薪 しい 藥 Cカ ル シ ツ ド

　の 事） をや るんだ相で 皆が隨分一生 懸命で す 。 少 し樹が や られた らしい で す

　が
、 藥の や り方が 惡い んで せ う。 それに昨年の 大風で あ の 邊 は随分非度か つ

　た か ら、 その 爲か も知れ ませ ん 訟 」 と言つ て 居 りま した 。
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木下　此度の 燻蒸 に饗 して 村や部落 に 依 つ て聲成 、 不賛成が あ りは しません

　か
。

尾上　從來同地 方で は矢根介殼 の 研究所が あ り、 機械乳劑 を よ く研究 して 是の

み を使用 して居 た鳳 餘 膿 械 乳敵 の 獺 蠅 ぎ る曙 が あ b2 す。 黼

　方面 は從 來共非常に 此の 方法 を支持 しそ居 り、 他方 西浦側 で は 尚他の 方法 を

考 へ て 先働 ・ら組 合で テ ン ト鞭 用 して 燻蒸法 捕 う て ゐ た ． で 絅 の 黔

畩 る一齋驅除躙 して は ．總て が麟 に や つ て居 る に 燵 ひない の で榔 、
以前 か ら燻蒸をや つ て 居 た 西浦方面は 今回は崟 く之 に熱中 して 居 る觀が あ

　り 、 内浦や 川1西 も亦 熱心 で あ ります 。 それか ら靜浦は 元來漁夫 が 多い の で
、

今回は馴れぬ 仕事と て能率が劣 る觀が あ ります が 、．勲心 さに 於 て は同 じこ と

で あ りませ う。 今 回は栽 培面積の 約 一一・Sgiを縣令で 行つ て居 る の で すが 、

【

共他

の 殲 で も醸 的 醐 合等 礪 蒸す るの カ・多 侮 つ て 來た樣 で 、川西で も殆

ん ど全 部や ると云 つ て 居 b ます。

　　　　　　　　　　　　 紙 張 竹 籠 に 依 る 燻 蒸

木下　今回縣か ら貸 下げた道具類は如何な もの で せ うか ？ 遠藤 君 。

蓮藤 主 なもの は
’
テ ン 陌 枚 灘 獨趨 の カ ・け ツ 陣 職 饑 で あ ります

　が ザ こ の 百枚の テ ン トは 之 を 11 班に 分け て 」仕事の 能率 に應 じて 互 に 融通

　し合つ て 、 成可 く一齊 に燻蒸が維 る樣 に して 居 ります 。 共他の 器具 と して は

　ポ ツ ト
、 青酸曹逹、硫酸等で あ b ます 。

木下　班は如何 なる 人達 が 指導 して 居る の で すか 。

讖 蕨 に は その 講 の技繦 が當つ てt旨導 し て 勵 ま す．
一つ の 隙 驪

　長 の他 re　7
，
　8 入 の 入夫が 居 て 仕事 を して居 Pます 。 戸澤 と云 ふ 部落で は最初

　か ら同じ人夫が作業 しで居るため、非常 に能率が 良かつ た樣で す 。
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　木下　1・日 の 仕事の 行程はどの 位の もの で すか
。　　　

」’『
、

　蓮藤　1 目 50 本一70 本位で 能卒の 良 い 戸澤なん か は 1 日 90本以上 も上 げた 日 ．

　　 ．もあ b ます 。 　 ・
『’

　木下　小 尾君の 行つ た時は ？

　小 尾　行程は畑の 地 形や 從業者の 經驗の 多少 で 違ふ もの で すが 私逹の 見た西浦

　　村の河 内で は 男 3 人女 3 入計 6 人 の 人 が 9 張 の 天幕 を使つ て 1 日 75 本燻蒸

　　 して居 りま した 。 又 同 じ村の 木負で は 9張 の 天幕 を男 9 人女 2入計 11 入 で

　　
齟
使つ て 矢張 1 日 に 75本燻蒸 し て 居 りま した 。

1 張の 天幕は 1 日に 8 回 強繰返

　　 して 使 はれ る 勘定に な ります 。 此 2 班の從業者は 經驗の あ る もの ばか りで
、

　　 燻蒸の 手順など可 成良くや つ て 居 りま した 。

　 木下　入夫 に は どん な入逹が な る の で すが
。

　尾上　巣樹 園 の 持 主連 、、つ ま りその 地 方 の 園主の 集 ま りが 共 同 して や つ て 居 る

　　 わ け で す 。 　 　 　 ，　 　　 　 　 　 　 　 　 　
層
　

’
　 　

・
　 　 　　 　 　 ．

　 木下 　山 口君 は專門蓮 ひ か も知れ なV ・が何 か感想が あ りますか 。

　 山 口　藥の 量なん か 、 か な り rough で は ない で せ うか 。

釦

　 木下　藥の 操作法 は ど うで すか 。

　 佐藤 飛散 を避 け る爲め袋 に 入れ て 臼 で 搗 き碎 きます 。

　 木下　危險は無い でせ 弓か。

　 佐藤 　多 入數 を要 しな い 仕事 で あ りますか ら一部 の 經驗者に よ つ て 行 はせれ ば

　　 大 した危險は ない と考 へ ます。 御質問以外の 事で 御座居 ますが 、一齊驅除の

　　 目的 を單 に 完全驅除 にの み あ りとすれ ぱ 、 今回の驅除法に つ い て 注意 すべ き

　　 こ とが あ ります 。 それは此の 蟲の 繁殖力が極 め て 旺盛 なる事實で
、 試み に燻

　　 蒸前の 個體數 100000
、 自然死滅牽 95％ 、 雌 50％ 、雌 1 個體産卵數 100 と し

　　 て 、 殺 蟲率 8D
、
90、95、 99％ 、　 O場合 を考 へ ます と Third・generat1on の個

　　 體數は夫 々 312500、156250
、
78125 、 15625、 と な り．99％ の 場合漸 く 85％

　　 近 くの 驅除效果 を得 る に すぎない の で あ ります。

　　　 而 して 今回の 驅除豫定嗣數の 割當 を見ます と總樹數 212，215 中青酸瓦薪燻

　　 蒸樹數 19，871 、 機械油乳劑撒布樹數 192
，
344 で あつ て 燻蒸樹數は 全豫定樹．

　　 數の ・1 割腿下 で あ b．ます 。 然 らば機械油乳劑驅除法が域績顯著で あるか と申

　　　しますに 、今日 ま で の 諸處の 結果を總合 して 見 ますに 、野外試除に於 て は常

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
‘
臨
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　 に 殺蟲率 80 乃至 90％ 程度で 、 青酸燻蒸に 比 し稍劣勢を示 して 居 る
．
の で あ

　 ります 。 自1ち今 日の 歌態 で は矢根介殻驅除 に は 青酸瓦斯燻蒸が最適 當で ある

　と斷言 し得 らるの で はない か と考 へ ます 。 勿論此の 青酸瓦斯燻蒸 と て も致死

　瓦斯濃度 と藥害瓦斯濃度との 差が 、 極 めて 接近 して 居 るた め 、 今後は他 の 場

　合以 上 に微細な點に まで 注意 し 研究 を進 め る必要が あ ると考 へ るの で あ りま

　す 。 　　　　
『
　　

』
　　 ∵ 　　　　　

膕
　

”
　　　　．

’
 

』’

木下　最初 は 、 靜岡 の 様な局限され定 發生區域で Evadicationをや つ て 見た い

　 と い ふ の が關係者一同の 希望で あ りま したが ． 技術者 と して は當然の こ とで 、

　之 をや るには ア メ リ カあた りで や つ た樣 に莫大 な費用が 要 る 。 經巽の 關係等

　で
、 與 へ られた經費の範圍内で 最善の 途 を講 じた譯で

、 縣當局 も之 に は可成
‘
の 頭 を捻 うた樣 な次第で す 。 勿論害蟲驅除 は伺れの 場合で も Eladicatiohの

「
目的でぶっ かつ て行 くめで ナ。

蓮藤 （藥害樹 の 見本を提 出して 読明 ナ）是は藥害の 最 も甚 だ しか つ た西浦村 の

　木負 か ら探 つ て 來た もの で すが 、 此 の 樹 は 2 月 3 日 10時27 彡｝か ら 50 分聞 、

　カル シ ツ ドで 燻蒸 した もの で 薬害が現れて 來た の は 、
2 月 14， 5 日 だ相 で す 。

木下　大體わか りましたが 、 其他何か意 見の ある方は
一

つ 出 して 下 さい 。

佐藤　テ ン トの 使用法 は も少 し考 へ る必 要が あ りま せ う 。

木下　使用法 とは ？

佐藤 　テ ン トか らの 瓦斯の 漏洩以 外 に 地 面 の 露出面 を少 くする とか云 ふ こ とが

　考 へ られ ま す 。

木下　今回 の テ ；t・”｝，の 材料 はどう云ふ もの で すか ？ 桑原君
一

つ 話 して 下 き Vb。

桑原　天幕の 製作法は一定の 方法 も御座居 ませ ん の で 、 各 自便宜 の 方法 k依 つ

　て 居 る や うで す 。

一
例を擧げ ます と木負で は 用紙は楮の 紙幅 2尺 2寸 、長 さ

4 尺 5一寸の もの を用 Ck・

「 コ ン ＝ ヤ ク糊 」．で 中央は 瞰 重ね 叉 は 2放重ね と

　し ． 共他は 2 枚重 訟 に張 りま して 其の 周圍 に 細紐を入れ 、 出來上 りを 8角形
　と致 します。 此の 天 幕を造 る に 要す る原料の 値で すが 、 天幕の 直徑 20 尺 の も

　の で は前 に御話 し致 しま した、幅 2尺 2 寸、長さ 4 尺 5 寸の紙 を 200 枚 、 糊

　代 1 圓で
、 直徑舗 尺 の もの で は 、 紙 260枚 、 糊 1 圓 50錢位 を要 しま す 。 出

　來上 るまでの費用で チが 、 從業者自身が此 の襲作 に當りますの で入夫賃は加

　算致 しま睡んか ら、 た 堂紙代 と糊代 と だけで
、 直徑 30 尺の もの で は 7 圓位 、
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齟
四 號

　直徑 35 尺 の iもり です と 9．圓 30 錢位で非常に安 くて 出來上
’
ります。 既製の テ

　 yV を買ぴ ますと 15 圓一20圓位 する ど衰う で居 ま七 彪 。

木 下 切れ た bする：ζとは ない で すか6　　 ∵ 　
tt
　 ．J

’
．．．

「
，
『

桑原
・
取 扱 に 注意 すれ ば隨労丈夫な もの で す 。

．」一　　　　　　
’

尾 上 今 回用ひ だ の は廣島の 既製品 と靜岡で 造 られ た の を用ひ て 居 ります 。

木下　テ ン ト．の 取扱 ひ 方等 に就て 氣の 付V ・た こ とが あ りま すか 。

河田　自分の （組 合の ）テ ン ト．だ と細心 の注意 を L て 大切 に するが 、 縣の テ ン

　 トだ と使ひ 方が荒 い と云 ふ ζ と もない で は ない 樣で す。 叉 作業 に なれない部

　落で は 、・い きな り天 幕の端 に 土 をか ぶ せ た りして 注意された 處 もあ りま し

　た6
齟
　 』　　 ，　　　　　　　　

『
　　

’
　　　　　　　　　　　 ；

佐藤　縣 とは 別に
、 組 合で 別種 の 青醐 」ロ里 、曹達其 他の 物 を購入 した と こ ろ も

　あ りますが 、 之は經濟的 に も亦 驅除效果 の 上 か ら見 て も當 を得て居 らない と

　考 へ まt，。 7 弯驅除の 意味か ら云 つ て 、 公私用の 別な く縣が配慮 して や る必

　 要 が あつ た と思 ひ ます 。

木 下　それ は出來れ ば崟部 、 公私 用 を問 はす縣 で一定 して 便宜 を計つ て やれ ば

　 V ・・S で す訟 。 青酸量 も一定 して 居ない 樣で す訟。

尾上 　之 も何れ分析 し て 見ます ヵ 

木下　それで は最後 に 尾 上 さん に今回の 燻蒸 に 就て 何か面白 V ・ エ ピ ソ ・・ド と韓

　ふ樣な．もの が あ bま した ら話 して 戴 き ませ う 。

尾 上 OO 村の 村長の 家 の 話で すが 、 村長の 家の 蜜柑 園を燻蒸 する際 、 何處の

　場所 牟ら燻蒸 を始 め るか と云 ふ こ とで
、 村畢夫妻 の 意 見が 正反甥 となっ て激

　論を鬪 して 、夜通 を さま りが つ かす 、朝 ま で カ・ N つ て 、 結局村の 技術員 を呼

　ん で 來 て や つ と夫妻 の 間に爰協が 山來たさ うで す。 之等は矢 の 根介穀の 燻蒸

　直熱心な餘 り起 つ た一
つ の エ ピ ソ ードで せ う。 又 此 の村長さん の 娘 さん rc−一

　齋驅 除が取 りもつ たお 目出度話 も出來たさ うで 、出雲 の 紳樣 も矢 の 根介殻蟲

　 に花 を もた せ た わ け で す 。 　　　　　　　
’

木下　もう大 分時間 もたちましたムら之で 座談會を閉ち ようと思 ひ まず。 お 陰

　で 、 仕事の都合上靦察 に行けなかつ た者に もよ く了解 さ
’

m．ました 。 何 に か ま

　とまつ 浸 問題の あった と9 、 斯 うし％ 會 合を開 くの も甚だ 有意義 と思 ひ ま

　す 。 ．皆さん ど う も御苦 勞で した 。
で は これで 解散致 しま せ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （蜘 藤 誘 夫 速 記 ）　 　
・
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